
様式(第 5条関係) 

会      議      録 

 

会議の名称 令和６年度第１回 滑川町水道審議会 

開催日時 令和６年８月２７日（火） 午前１０時００分から１１時１５分まで 

開催場所 滑川町役場 庁舎 ２階 中会議室 

出 席 者 

【滑川町水道審議会委員】 

      小久保佐俊  吉田松江  内田敏雄  小澤 実  髙坂省吾 

      岩崎 敬  野澤三智子  内田 實  福田雅樹 

 計９名（別紙名簿も参照） 

【滑川町長】 大塚 信一 

【上下水道課】 課長：宮島栄一  副課長：高坂真理子（経営担当兼務） 

【（株）東洋設計事務所 廣瀬統括課長  澁谷係長 

会議内容 

１．開会（司会進行：宮島課長） 

２．あいさつ（小久保会長、大塚町長） 

３．議題（議長：小久保会長 説明：事務局高坂、（株）東洋設計事務所澁谷） 

（１）料金改定について 

  会長：現在の水道料金はいくらか。 

  事務局：φ20㎜が基本料金 880円（税込）、20ｍ3を超える毎に 130円/ｍ3。 

  吉田：近隣市町村の料金は値上げしているのか。 

  課長：小川町、吉見町は今年度から、嵐山町、川島町は来年度から値上げと 

聞いている。 

  吉田：金額としては具体的にいくら上がるのか。 

  事務局：基本料金でいうなら 200円は上がるのではないか。 

  課長：基本料金限定の値上げとは決まっておらず、料金体系自体が変わる可 

能性もある。 

  吉田：県水 100％の所は他にもあるのか。 

  課長：吉見町が県水 100％である。 

  小澤：災害が発生した際の復旧費は料金の中で見ているのか。 

  課長：復旧工事費を確保する為に資金を残しておきたい。災害などで料金が 

徴収できなくなった場合に１年間で最低５億はかかる。復旧までは２年く 

らいかかる為、10億程度は残しておきたい。 

  内田：町民が一番心配しているのはいくら値上がりするかだと思う。近隣で 



はいくら値上がりしたのか比較できる資料があるといいと思う。 

  小澤：災害復旧費を考慮すると高い改定率もあるのではないか。 

  課長：次回、36％で改定案を作成し、近隣市町村の金額もお示しする。 

  会長：町から援助してもらうのはどうか。 

  課長：財政状況が厳しい為、難しいと思われる。 

  吉田：水道料金は２ヶ月に一度の支払いだと高い。毎月にならないか。 

  課長：毎月だと検針も毎月になるので、諸費用が現在の２倍になる。 

  吉田：大口の未納者はいるか。 

  課長：大口の未納者は企業、個人ともに料金担当が対応しており、給水停止 

も実施している。 

<まとめ> 

  次回審議会で 36％改定案で具体的な料金を示す。また、近隣市町村の値上げ 

後の金額もお示しする。11月に答申案、１月に町長へ答申のスケジュールでお 

願いしたいが、場合によっては１回途中で増やすこともある。１月には答申を 

つける方向でお願いする。 

 

４．その他（宮島課長） 

 ・水道審議会は今後は町長の諮問により開催することと条例に記載されている 

ことから、今後は諮問があった際に召集させていただきたい。 

・次回審議会は 11月 18日の週に開催したいと考えている。またお知らせする。 

 

５．閉会（吉田副会長） 

会議資料 

・滑川町水道事業経営戦略概要版 

・水道用水供給事業の料金改定について（企業局） 

・滑川町水道事業財政収支試算説明資料 

会議録の 

作成方針 

□ 録音テープを使用した全文記録 

□ 録音テープを使用した要点記録 

■ 要点記録 

記録内容の確認方法 

決裁による報告・保存 

その他の 

必要事項 

 

 


